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経済部
産業振興局
産業振興課

地域活性化雇用創造
プロジェクト
令和２年度ものづくり
人材技術力強化事業
（先端ＩｏＴ技術活用促
進等）委託業務

令和2年（2020年）
4月17日

地方独立行政法人北海
道立総合研究機構

札幌市北区北１９条西１
１丁目１番地９

7,449,930

①　当該機関は、企業への技術支援や情報提供、産学官の連携推進、基盤技術の
強化による加工組立型工業への参入促進を実現し、道内ものづくり産業の発展に資
することを目的とした機関である。
②　当該機関は、道内において、先端技術に関する研究過程を有している大学、試
験研究機関のうち、「ＩｏＴ技術」、「ＡＩ技術」、「ロボット技術」といったものづくりに必要
な先端技術について幅広く研究し、企業への技術支援を行っている。
③　当該機関は、道内において、「生産性・技術力の向上」や「ＱＣＤ対応力の強化」と
いった企業体質の強化に必要なスキルについて幅広く研究し、道内企業の自動車関
連分野や航空機産業分野等への参入支援を行っている。
④　当該機関は、工学分野の試験研究機関である工業試験場を有し、蓄積された知
識・技術や食品ロボット実証ラボ（ロボラボ）などの施設設備等を活用し、ロボット導
入・運用技術、金属系３Ｄ製品設計技術など、第４次産業革命の中で普及が進む新
技術に対応できるＩｏＴ技術に習熟した人材を育成するための実践的なセミナー等を
行う環境が整っている。また、「北海道ＣＡＥ利用技術研究会」「３Ｄ設計・加工研究
会」等研究会活動の事務局機能を有し、道内企業に対する技術普及に努めている。
⑤　当該機関は、工学分野の試験研究機関である工業試験場を有し、蓄積された知
識・技術を活用し、カイゼン等による生産管理や品質管理の強化ならびにカイゼン活
動を実践する中核人材の育成に向けた研修会等の開催経験がある。また、「品質工
学勉強会」等研究会活動の事務局機能を有し、道内企業の人手不足を解消するた
めの自動化・省力化技術の導入支援に努めている。
⑥　当該機関は、寒冷地ものづくりラボ（モノラボ）を有しており、モノラボに整備され
ている、電波暗室・シールドルーム（国際基準を満たす道内初の３ｍ法電波暗室）、
防水試験室（道内初ＪＩＳ規格に対応）、低温試験室（低温環境下で機器動作試験が
できる道内公設試験研究機関で唯一の施設）の利用を開放することで、道内企業が
取り組む北海道の寒冷な環境や積雪に対応するＩｏＴ関連製品等の開発を促進してい
る。
⑦　当該機関は、道内各地からの参加者が期待される札幌市内に拠点を置き、①か
ら⑥の要件を満たす唯一の機関である。また、当該機関は、過去にも「デジタルエン
ジニアリング技術高度化事業」や「先端技術等習得講習事業」といった道の業務を受
託しており、これを適正に履行している。
（契約根拠）
地方自治法施行令第167条の２第１項第２号
北海道財務規則運用方針第３節関係１の（１８）
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